

































































析している。つまり、比例成長からの乖離分析（Deviation from Proportional Growth、DPG 分析）
を１９９０年時点での日本の地域産業連関表に適用して、地域間の産業構造における格差の要因を分析
している。また、産業構造の格差要因について、財・サービスの需要動向に着目するならば、やは

































　ここで各変数の詳細は以下のようになる。Xi: 第 i 期の産出量、Wi: 第 i 期の国内中間需要、Fi: 第


























　ここで、添え字の j は地域名を示す。Xj は j 地域の総生産量、同じく Fj は域内の最終需要量、Ej








































































































表１: 西北地域と南部沿海地域の比較  　　　 　α =２.６５
産業部門 乖離 消費 投資 在庫 輸出 輸入 移出 移入 投入係数 誤差
農業 －３１.２７ －２２.１７ －１１.２６ －２.１３ ２０.３１ －２.３５ ２.９３ －１.３１ －２２.１５ ６.８６
鉱業 －１８.０４ －１０.７３ －１０.０３ ０.７１ １６.６５ －１１.３７ －１.９６ ０.２７ －７.５４ ５.９６
軽工業 ４３.０８ －３０.６４ ０.４１ ８.１７ ４９.３８ －３６.４２ ２５.６２ ６.７５ １６.７５ ３.０６
重工業 ３５.７４ －１４.３７ ２.６３ ５.９１ ３３.７８ －４２.５６ ２３.７２ ２３.１５ １１.３６ －７.８８
建築業 －１２.６７ －３.０４ －３.６１ －０.１６ ０.５１ －０.４２ －０.２４ ０.１７ ０.４７ －６.３５
電力・ガス・水道 １.８５ －２.２６ －０.６３ －０.３３ ２.８１ －３.３２ －１.０４ ２.２６ １.０９ ３.２７
商業・運輸 －１３.３８ －１０.７９ －１.９３ －０.４３ １０.０６ －７.２５ －４.９２ ６.４９ －４.９２ ０.３１
サービス －５.３１ －１８.３６ －１.０１ －０.０５ １１.０３ －７.７８ －４.３２ ４.８６ １０.５６ －０.２４




















表３: 東北地域と南部沿海地域の比較  　　　 　α =１.５３
産業部門 乖離 消費 投資 在庫 輸出 輸入 移出 移入 投入係数 誤差
農業 －１１.７８ －２.１７ －１.１２ ０.１３ ９.０３ －７.０８ ５.０２ －２.１ －２.１５ －１１.３４
鉱業 －２１.５８ －３.７５ １.０８ ０.８１ １４.２５ －１３.３１ １.６ －４.５７ －１２.０３ －５.６６
軽工業 ３４.３９ －１７.２４ ０.４１ －０.１１ ５９.３１ －２３.５２ １５.６２ －３.０２ １４.１５ －１１.２１
重工業 －１２.３２ －１１.３２ ２.６３ －０.４５ ９７.５９ －９６.５２ ４３.７２ －２９.０５ －２７.３１ －８.３９
建築業 ３.２７ －０.８９ ３.０５ －０.０２ ０.５４ －０.４２ ０.１６ ０.０６ ３.１８ －２.３９
電力・ガス・水道 ３.９２ －１.９２ ０.１３ －０.１３ ６.８７ －５.０２ ３.０５ －１.０６ ５.０９ －３.０９
商業・運輸 －３.０１ －１１.３２ ０.４３ －０.３１ ３３.８６ －２０.６５ １２.９２ －３.４１ －４.９２ －９.６１
サービス １１.２１ －８.６３ １.０２ －０.１３ １８.３１ －１１.６３ ４.０３ －２.０６ ２１.８５ －１１.５５
合計 ０ －６１.３４ ７.６３ －０.２１ ２３９.７６ －１７８.１５ ８６.１２ －４５.２１ －２.１４ －６３.２４
出所）筆者計算作成
表２: 西南地域と南部沿海地域の比較  　　 　   α =１.４７
産業部門 乖離 消費 投資 在庫 輸出 輸入 移出 移入 投入係数 誤差
農業 －４８.０７ －４６.１７ －７.４２ －０.５７ ３９.３７ －５.１６ －３.６２ －４.６１ －１８.３５ －１.５４
鉱業 －２０.６５ －１３.５４ －９.５３ １.１６ １８.２１ －１３.８９ －３.５１ ３.１４ －９.７９ ７.１
軽工業 ３８.０３ －２６.２９ ０.４１ １.１３ ４１.３２ －１９.５１ １５.６２ ２.５２ １７.８５ ４.９８
重工業 ３６.９２ －１０.３４ ２.６３ －０.２１ ３３.４１ －３２.７２ －１３.７２ ２９.０５ １８.３９ １０.４３
建築業 －３.８７ －０.６９ －４.１３ －０.４２ ０.５２ －０.４２ －０.１１ ０.０６ ０.３４ ０.９８
電力・ガス・水道 ０.８３ －１.０２ －０.３９ －０.１１ ２.０７ －２.０１ －０.１５ １.０８ １.０３ ０.３３
商業・運輸 －１.０６ －６.３６ －０.９８ －０.２１ ９.６７ －２.８６ －２.１２ ６.６１ ０.９３ －５.７４
サービス －２.１３ －１０.６８ －０.９６ －０.０７ ８.０１ －１１.６３ －４.０３ ５.６１ ６.８３ ４.７９
合計 ０ －１１５.０９ －２０.３７ ０.７ １５２.５８ －８８.２ －１１.６４ ４３.４６ １７.２３ ２１.３３
出所）筆者計算作成

























表４: 北部直轄市と南部沿海地域の比較  　　　 　α =３.１６
産業部門 乖離 消費 投資 在庫 輸出 輸入 移出 移入 投入係数 誤差
農業 ３.９３ －２.９７ －１.０２ ０.２３ ６.７３ －３.０８ ４.２３ －３.１７ －１.５９ ３.６２
鉱業 －７.８３ －８.５６ －１.１３ ０.７９ １０.９７ －１.３１ １.０３ －６.７６ －７.３９ ４.５３
軽工業 ２６.９３ －１６.８４ ０.５３ －０.１１ ２３.４１ －１２.５３ １７.６３ －１.０２ １９.５４ －３.６８
重工業 －６.３７ －１５.２１ １.６２ －０.４１ ３４.９２ －２６.２９ ４０.２１ －１９.０５ －１７.１１ －５.０５
建築業 －２.１７ －４.８７ ２.１５ －０.０１ １.９３ －２.２１ ２.１６ －１.５７ ２.１５ －１.９
電力・ガス・水道 ２.２７ －２.９１ ０.１３ －０.１３ ６.８１ －５.２７ ２.０９ －０.３９ ２.１９ －０.２５
商業・運輸 ４.５１ －１７.３５ ２.３７ －０.０１ ２５.８１ －９.１６ ９.９１ －４.４３ －１.９１ －０.７２
サービス －２１.２７ －１９.３１ ２.０９ －１.０３ １７.１３ －１３.９６ ８.７６ －１６.０３ ７.５３ －６.４５






















表５: 北部沿海地域と南部沿海地域の比較  　　　　α =１.０４
産業部門 乖離 消費 投資 在庫 輸出 輸入 移出 移入 投入係数 誤差
農業 －１０.８６ －５.０２ －４.９２ ０.１７ ７.３６ －５.８１ ５.０２ －１.０１ －３.５８ －３.０７
鉱業 －１７.３７ －９.７５ １.０１ ０.８９ １１.５２ －３.３５ １.０６ －４.０５ －１０.３１ －４.３９
軽工業 ２１.３１ －１４.２４ ０.９１ ０.０１ ２９.１５ －１７.９５ １４.７２ －２.６２ １６.５３ －５.１８
重工業 －５.４２ －１６.３７ １.８３ ０.０３ ３７.９１ －３０.２１ ３３.７２ －２１.０１ －８.１３ －３.１９
建築業 －３.０１ －３.８９ １.０５ －０.０２ ２.４９ －３.９４ １.６２ １.３８ １.８３ －３.５３
電力・ガス・水道 ３.９２ －１.２３ ０.０５ －０.１１ ５.７１ －６.２４ １.５６ －０.６９ ３.９１ ０.９６
商業・運輸 －１.８３ －８.２８ １.３５ －０.０１ ２１.６１ －１１.５９ ７.２９ －５.９１ －２.４８ －３.８１
サービス １３.２６ －９.３９ １.０６ －０.０２ １９.３６ －１０.９３ ５.３１ －１.５８ １３.９５ －４.５
合計 ０ －６８.１７ ２.３４ ０.９４ １３５.１１ －９０.０２ ７０.３ －３５.４９ １１.７２ －２６.７１
出所）筆者計算作成





















表６: 中部地域と南部沿海地域の比較  　　　   　α =０.８５
産業部門 乖離 消費 投資 在庫 輸出 輸入 移出 移入 投入係数 誤差
農業 －４６.５７ －３７.１３ －３.１８ －２.０３ １８.０６ －９.０４ －１５.５２ ５.１３ －９.５３ ６.６７
鉱業 －２５.３８ －５.３５ －１.０３ －０.９６ １８.２７ －１１.１９ －２１.６５ －１.７３ －１０.７３ ８.９９
軽工業 １０.６７ －２７.９２ －４.８１ －１.０１ ４８.７９ －２０.５６ －２０.９２ ９.２８ １８.１５ ９.６７
重工業 ４４.４２ －２２.７２ －１０.３９ －１.５８ ６８.９４ －４３.８１ －３３.１７ ３９.５７ ３５.１５ １２.４３
建築業 ２.７６ －１.３８ －７.０６ －１.０７ ３.５４ －１.０４ －１.１７ ０.５６ ４.０８ ６.３
電力・ガス・水道 －２.１５ －２.９７ －０.７８ －０.１３ ５.０７ －１.２９ －７.５７ １.６２ ０.５６ ３.３４
商業・運輸 １.８２ －１５.７３ －３.０３ －０.７１ ２３.８３ －２.６９ －１４.１２ ５.９１ ７.０２ １.３４
サービス １４.４３ －２１.５３ －１.０１ －０.３９ １８.９１ －１.５６ －２.５３ ５.０８ １４.６５ ２.８１






























表７: 中部沿海地域と南部沿海地域の比較  　 　　　α =０.６４
産業部門 乖離 消費 投資 在庫 輸出 輸入 移出 移入 投入係数 誤差
農業 －２１.２７ －６.４７ －１.６４ －０.０６ ４.５８ －３.０８ －３.２９ １.０１ －５.１１ －７.２１
鉱業 －１３.１５ －１.０１ －０.４８ －０.０３ ３.８１ －３.４１ －７.４１ ２.２７ －７.３８ ０.４９
軽工業 ８.２９ －１２.４８ －１.７４ －０.０９ ２６.５３ －９.７５ －１０.２４ １３.２８ １.５１ １.２７
重工業 １６.７２ －９.７２ －２.９３ －０.１５ ２７.３６ －２２.２８ －３３.６２ ３６.５９ １１.８１ ９.６６
建築業 ０.２５ －０.８９ －１.０４ －０.７２ ０.１４ －０.１２ －０.７２ ０.１６ ０.１６ ３.２８
電力・ガス・水道 １.９４ －０.９３ －０.１６ －０.０３ １.７６ －３.０２ －３.０８ ３.０９ ０.４９ ３.８２
商業・運輸 ０.９４ －１.９６ －０.７２ －０.２１ １６.６７ －１０.５７ －１０.２７ －３.４１ ６.９４ ４.４７
サービス ６.２８ －１.３６ －０.１７ －０.１７ １.１５ －１０.９３ －５.３８ ４.１７ １２.３５ ６.６２
合計 ０ －３４.８２ －８.８８ －１.４６ ８２ －６３.１６ －７４.０１ ５７.１６ ２０.７７ ２２.４
出所）筆者計算作成
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